
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１０月の子どもの姿（すみれ組） 

 

ねらい ・秋の自然に触れながら、伸び伸びと探索あそびを楽しむ。 
     ・喃語やしぐさ、指差しなどで自分の思いや要求を表現す

る満足感を味わう。 

      
 

新聞紙をビリビリ、グシャグシャ！！指や手を上手に使っ
て、こんな遊びも楽しめるようになりましたよ。決して散
らかしているのではないんです(笑) 指先や足の下に感じ
る『グシャグシャ』ちょっと気持ちよくて面白いな～(^^♪
保育士も一緒に楽しみました!(^^)! 

天気の良い日には戸外へ出かけ、歩行が安定している子どもた
ちは、園庭を自由に伸び伸びと探索して歩き、それだけでも大
満足の様子でしたが、中には地面に座り込んで草花に触れてみ
たり、砂の感触を楽しむ姿も見られました。トンボやチョウチ
ョが飛んでいるのに気付き、目で追ってみたり指差しをした
り、「あー！」と声を発してみたり、松の葉に触れて『チクチ
ク』を感じたりもしました。秋の自然に触れながら、日差しの
気持ち良さをたっぷりと感じることができました。 

子どもたちはちょっと囲われている空間が好きなので、段ボールを繋げてお
家のようにし、出たり入ったりできる入口を作ってみました。すぐに興味を
示して入ってみる子どもや、中が気になってそっと覗いてみる子どもなど、
初めの姿は色々でしたが、一人一人の表情から「なんだろー」「面白そう」
「あれっ？」といった心の声が伝わってきましたよ(^^♪ 

粉ミルクの空き缶で遊んでいると、偶然重な
ることを発見！！一生懸命に頑張る集中力が
素晴らしく、心が動いている瞬間でした。上手
く重なると手を叩いて大満足の様子でした✌ 

絵本を読み聞かせしてもらうの
も大好きですが、絵本コーナー
で気になった絵本を手に取り、
自分で開いて見ている子どもた
ちです。その姿が可愛い      

音 楽 が 流 れ
る と 自 然 に
踊 り 出 し ち
ゃ う の❢お
遊戯会が楽
しみです     

慣れてくると、どの子どもも出たり入ったりを繰り返し楽しむ姿が見られる
ようになり、お家の中に玩具を持ち込んでじっくりと遊んだり、段ボールの
淵に洗濯ばさみを乗せて遊ぶなど新しい遊び方も見られました。環境の工夫
をする事で、好奇心が刺激されたり、はいはいや指先を使った遊びを促すこ
ともできました。       
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